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調査地点及び水生生物の生息状況等の概略 

  
1. 阿武隈川 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
瀬
川

東
根
川

女
神
川

移
川

桜
川

大
滝
根
川

社
川

谷
津
田
川

河川横断工作物・
魚道・主な取水・
主な流入河川

魚
道
有

魚
道
無

魚
道
無

白
石
川

滝
川

佐
久
間
川

産
ヶ
沢
川

摺
上
川

八
反
田
川

松
川

荒
川

大
森
川

濁
川

水
原
川

油
井
川

鯉
川

六
角
川

杉
田
川

百
日
川

藤
田
川

逢
瀬
川

笹
原
川

滑
川

釈
迦
堂
川

泉
川

真
名
子
川

河
口
部

阿
武
隈
大
橋

（
岩
沼

）

阿
武
隈
大
堰

槻
木
大
橋

小
山

江
尻
橋

東
根
橋

木
沼

丸
森
橋

舘
矢
間

小
倉

羽
出
庭
橋

五
十
沢
樋
管

大
正
橋
下
流
ワ
ン
ド

大
正
橋

（
伏
黒

）

伊
達
橋

月
の
輪
大
橋
上
流

右
岸
ワ
ン
ド

鎌
田
大
橋
周
辺

福
島

弁
天
橋

蓬
莱
橋

薬
師
橋

信
夫
ダ
ム

新
飯
野
橋

飯
野
ダ
ム

油
井
川
合
流
点

高
田
橋

菅
田
橋

本
宮

阿
武
隈
橋

向
田

阿
久
津
橋

金
山
橋

御
代
田
橋

須
賀
川

江
持
橋

大
仏
大
橋

成
竜
橋

川
ノ
目
橋

滑
津
橋

大
正
橋

田
町
大
橋
上
流

4
0
0
ｍ

白
河

長
坂
堰

羽
太
橋

雪
割
橋
下
流

8 10.3 13.8 20.9 37.2 47.5 80 83.7 95 108.2 123 133.9 142.3 148.2

● ○ ○ ● △ ○
●
△

△ ○ ○ △ ○
●
△

○ △ ○ ○ ○ △ ●

○ × ×

阿
武
隈
大
堰

信
夫
ダ
ム

飯
野
ダ
ム

生物A ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● △ △ △ △ △ ● △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ● △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ● △ ▲ ●

生物B ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ● ▲ ▲ ● ▲ ● △ △ △ △ ● △ ● △ ● △ ● △ △ △ △ △ ● △ ● △ △ △ △ △ △ ● △ △ △ △ ● △ △ △ ● △ △ △ △ △ ● △ △ △ △ △ △ ● ● △ △ △ ● ● △ △ △ ● △ △ △

砂が主体 石や礫が主体 岩盤や石が主体 石・礫・砂が主体

流量 69.4 64.7 52.6 39.7 15.6 2.8
100

60

20

農
業
用
水
等

宮　城　県 福　島　県

内
川

県管理区間

五
百
川

阿武隈川中流(1)

B

五
百
川
合
流
点

△

△

堀
川

阿武隈川上流

A

堀
川
合
流
点

□

△

□

△

水系名

水質調査地点名
流量観測地点名等

●：環境基準点
○：補助点

△：流量観測地点
□：類型区分点

既存生活環境項目の類型指定

kp

河川横断工作物

保護水面等重要水域

河床材料

低水流量 （m3/s）

※流量観測地点における情報を表示
出典：流量年表（国土交通省河川局編,H14）

下水処理水の流入量

（m3/s）

主な取水

魚道

平均水温

水生生物生息状況
　　●：既存調査結果（河川水辺の国勢調査等）
　　▲：専門家へのヒアリング結果
　　△：漁協へのヒアリング結果

県境

水生生物保全類型指定（案）

勾配 1/300～1/1,0001/450～1/1,2001/4201/1,000～1/3,000 1/30～1/75

内
川
合
流
点

●

□

▲

A

阿武隈川下流 阿武隈川中流(2)

B

平均水温１５℃程度（14～16℃） 平均水温１５℃程度より低温

阿武隈川

生物A類型

(平成17年度実績) 
(ｍ3/s) 

15 

図１.１ 調査地点及び水生生物の生息状況 
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図１．３ 発電ダム等の水量及び水温の状況について（阿武隈川）

◎：発電所(ダム式）
○：発電所（ダム水路式）
●：発電所（水路式）

：導水路・バイパス経路

出典
ダム発電常時使用水量（m3/s）：ダム年鑑2008
①流量：阿武隈川水系河川整備基本方針データ
（流水の正常な機能を維持するための流量）

②流量：流量年表（2004年）

出典：公共用水域測定結果

※最高・平均・最低水温は、平成14～18年度の公共
用水域水質測定結果より、各年度の月平均水温の
年最高値・年平均値・年最低値を求め、それぞれ５ヵ
年平均した値である。

出典：財団法人日本ダム協会 ダム年鑑2008
財団法人日本ダム協会 ダム便覧
電力技術土木協会 水力発電所データベース

※ダム式：ダムで水を堰き止め、主に上層部の水を取水・
落下させて発電する。

ダム水路式：ダムで水を堰き止め、主に上層・浅層の
水を水路等で導水し、落下させて発電する。

水路式：浅い河川部にて低い堰により水を堰き止め、
水を導水し、落下させて発電する。

１）阿武隈川
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３
/ｓ） 58.0（最大） 58.0（最大）

利用水深（ｍ） 6.00 3.00
主要取水設備型式 取水口 取水口
導水路～放水路延長（km） 0.17 7.31
所在地 福島県福島市 福島県福島市
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平水：38.82m3/s
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豊水： 32.98m3/s
平水： 17.84m3/s
低水： 13.07m3/s
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平水：4.33m3/s
低水：2.78m3/s
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図２．１ 調査地点及び水生生物の生息状況 
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◎：発電所(ダム式）
○：発電所（ダム水路式）
●：発電所（水路式）

：導水路・バイパス経路

出典
ダム発電常時使用水量（m3/s）：ダム年鑑2008
①流量：那珂川水系河川整備基本方針データ
（流水の正常な機能を維持するための流量
・・・動植物の生息地又は生育地の状況及び漁業）

②流量：流量年表（2004年）

出典：公共用水域測定結果

※最高・平均・最低水温は、平成14～18年度の公共
用水域水質測定結果より、各年度の月平均水温の
年最高値・年平均値・年最低値を求め、それぞれ５ヵ
年平均した値である。

出典：財団法人日本ダム協会 ダム年鑑2008
財団法人日本ダム協会 ダム便覧
電力技術土木協会 水力発電所データベース

※ダム式：ダムで水を堰き止め、主に上層部の水を取水・
落下させて発電する。

ダム水路式：ダムで水を堰き止め、主に上層・浅層の
水を水路等で導水し、落下させて発電する。

水路式：浅い河川部にて低い堰により水を堰き止め、
水を導水し、落下させて発電する。

図２．３ 発電ダム等の水量及び水温の状況について（那珂川）
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対象水域

ダム・堰名 板室 深山 沼原

取水・発電方法 ダム水路式 水路式 ダム水路式
発電所名 板室 深山 沼原

発電使用水量（常時）（ｍ
３
/ｓ） 9．0(最大） 2.0 172.00（最大）

利用水深（ｍ） 4.0 選択取水（冬期のみ深層） 40.0
主要取水設備型式 取水塔 取水堰 －
導水路～放水路延長（km） 3.8456 1.2617 1.9091
所在地 栃木県那須塩原市 栃木県那須塩原市 栃木県那須塩原市
発電目的以外用途 かんがい・水道用水 － かんがい・水道用水

那珂川（下流→上流）
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図３．１ 調査地点及び水生生物の生息状況 
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出典：公共用水域測定結果

※最高・平均・最低水温は、平成14～18年度の公共
用水域水質測定結果より、各年度の月平均水温の
年最高値・年平均値・年最低値を求め、それぞれ５ヵ
年平均した値である。

出典：財団法人日本ダム協会 ダム年鑑2008
財団法人日本ダム協会 ダム便覧
電力技術土木協会 水力発電所データベース

※ダム式：ダムで水を堰き止め、主に上層部の水を取水・
落下させて発電する。

ダム水路式：ダムで水を堰き止め、主に上層・浅層の
水を水路等で導水し、落下させて発電する。

水路式：浅い河川部にて低い堰により水を堰き止め、
水を導水し、落下させて発電する。

図３．３ 発電ダム等の水量及び水温の状況について（阿賀野川）

◎：発電所(ダム式）
○：発電所（ダム水路式）
●：発電所（水路式）

：導水路・バイパス経路

出典
ダム発電常時使用水量（m3/s）：ダム年鑑2008
①流量：阿賀野川水系河川整備基本方針データ
（流水の正常な機能を維持するための流量）

②流量：流量年表（2004年）

３）阿賀野川

対象水域

ダム・堰名 揚川 鹿瀬 豊実 上野尻

取水・発電方法 ダム水路式 ダム式 ダム式 ダム式
発電所名 揚川 鹿瀬第一・鹿瀬第二 豊実第一・豊実第二 上野尻第一・上野尻第二

発電使用水量（常時）（ｍ
３
/ｓ） 147.74 140.90 137.27 134.21

利用水深（ｍ） 2.5 1.5 2.6 2.0
主要取水設備型式 取水口 取水口 取水口 取水口
導水路～放水路延長（km） 0.4982 0.0845 0.0663 0.0866
所在地 新潟県阿賀町 新潟県阿賀町 新潟県阿賀町 福島県西会津町
発電目的以外用途 － － － －

対象水域

ダム・堰名 山郷 新郷 大川 大内

取水・発電方法 ダム式 ダム式 ダム式 ダム水路式
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３
/ｓ） 132.57 132.37 14.0 314.00(最大）

利用水深（ｍ） 2.8 2.3 21.0 30.0
主要取水設備型式 取水口 取水口 取水口 －
導水路～放水路延長（km） 0.0864 0.18 0.059 2.5619
所在地 福島県喜多方市 福島県喜多方市 福島県会津若松市 福島県下郷町

発電目的以外用途 － －
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図４．１ 調査地点及び水生生物の生息状況 
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